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【日医ＩＴ化宣言】
• 医療現場のＩＴ化の推進のために、
• 土台となるネットワークをつくる。
• その具体策が、標準化したオンライン診療レセプトシステムを普及させ、
• 互換性のある医療情報をやり取りできるようにする。
• そのためのＯＲＣＡプロジェクト

ORCAプロジェクト
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ORCA誕生

ORCAの普及
ネットワークの礎

ORCAを医療・介護の
会計処理エンジンとして
組み込み可能なものへ

全国の医療・介護施設
に共通して存在する
保険請求基盤

気づかないところで
日本の医療情報基盤

（組み込まれたサービス）

【日医ＩＴ化宣言2016】
• 安全なネットワークを構築するとともに、個人のプライバシーを守ります
• 医療の質の向上と安全の確保をＩＴで支えます
• 国民皆保険をＩＴで支えます
• 地域医療連携・他職種連携をＩＴで支えます
• 電子化された医療情報を電子認証技術で守ります。



レセコン市場の変化

3

電子カルテユーザ

10年前の
レセコン市場

10年後の
レセコン市場

医療機関数

時間

電子カルテ
利用者

レセコンのみの市場は減少

電子カルテとのセット市場が増大

どんな電子カルテも同じレセコン



会計処理エンジンのイメージ
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会計・請求処理サーバ

多機能端末（カルテ、画像、会計、、、）

電子カルテPACS

インターネット

セ
キ
ュ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会計・請求処理を担うサービス群

診療情報 会計情報
請求情報

会計処理機能をクラウドサービス化し必要時に利用利用者がサーバを意識しなくても利用できる環境



• 調査期間：2016年11月18日～22日
• 対象：稼働中の電子カルテの数を各メーカに問い合わせ

• 結果（40社中36社の集計結果）
総数 3,937件 （ORCAユーザ 15,978件 ： 導入率 24,6%）
無床診療所 3,645件 （ORCAユーザ 13,631件 ： 導入率 26,7%）
有床診療所 213件 （ORCAユーザ 1,734件 ： 導入率 12,3%）
病院 79件 （ORCAユーザ 613件 ： 導入率 12,9%）

• ORCAとのインタフェース（36製品を対象）
CLAIMのみ 9製品
APIのみ 2製品
ODBCのみ 2製品
CLAIM＋API 6製品
CLAIM＋ODBC 7製品
API＋ODBC 1製品
CLAIM+API+ODBC 4製品
独自（glclient改） 5製品（CLAIMやAPI、ODBCと複合で利用）

ORCAと電子カルテの現状
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回答なしの電子カルテメーカのユーザ
数を含めると、ORCAユーザにおける無

床診療所の電子カルテ導入率は概ね
30％と推定される
（市場調査と同じレベル）

接続方法は想像以上に
バラエティに富んでいた



【既存のインタフェースの弊害】
• CLAIM ・・・ 規格の停滞、疎結合
• ODBC ・・・ DBの構造変更の影響
• DBS ・・・ ORCA独自仕様
• その他 ・・・ 各社独自開発
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ORCAの連携機能の標準化と強化

ＡＰＩ
(Application Interface)

【次期インタフェース】
• 標準的、汎用的
• DBの構造変更に柔軟に対応
• 密結合、イベント通知
• クラウド対応

【主要キーワード】
• HTTP、HTTPS
• XML、JSON
• Websocket
• Push通知



電子カルテを含めたORCAと連携するアプリケーションに必要なAPI（HAORI)の整備
• 新規API（HAORI）で真に必要な機能の選別

• API（HAORI）の利用方法（手続き）等の共有

• API（HAORI）を世に出す前に完成度を高める

API協議会の設立とワーキング
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そのために

連携アプリ毎にAPI（HAORI）に求める機能の整理
• 連携アプリで真に必要なAPI（HAORI）の選別

• 連携アプリを開発していくなかでのAPI（HAORI）の不明点、注意点の情報集約

• それらの情報を仕様書および解説書としてドキュメントに整理

• API（HAORI)の完成度と高めるための検証作業

運営組織としてAPI協議会を設立し、実業務は個別ワーキングとして活動していく

そのために

APIの規格検討と普及活動



API協議会：今後のスケジュール
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～2015年度 2016年度 2017年度

2016年度開発

外来関連

バッチ処理

△：API協議会定例会議

（～2017年3月）

（～2018年3月）
項目（画面相当） API PUSH HAORI

受付 １

患者登録 １ ４

照会 ２ １

診療行為 ２ １ ４

病名 ２

収納 ２

会計照会 ３ ２

明細書 ３ ２

項目（画面相当） API PUSH HAORI

データチェック

請求管理

総括・公費

日次統計

月次統計

システム管理情報

項目（画面相当） API HAORI

受付 ２

患者登録 ２

照会 ５

予約 ３

診療行為 ５

病名 １

収納 １

入退院登録 ２

入院会計照会 ４

退院時仮計算 １

入院患者紹介 １

マスタ登録 ５

システム管理情報 ２

API ３4種

（～2016年6月） 入院関連

2017年度開発



APIとHAORIの定義と機能
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①

②

① APIは１回の処理で完結できるものをいう。

② HAORI（拡張API)は、一貫性をもった複数の処理を連続的に行うためのものをいう。

連携アプリケーション（電子カルテ等）はHAORIからのレスポンスで応じて次の処理を判断し、

対話形式で一連の処理を行う。

【定義】

【機能】

ＡＰＩ ・・・ 低度な連携機能（低額）
拡張ＡＰＩ（ＨＡＯＲＩ） ・・・ 高度な連携機能（高額）



ORCAのAPI連携
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ORCA
（日レセ）

HAORIAPI

電子
カルテ

周辺
アプリ

ORCA
端末

HTTP・HTTPS



• PUSH-APIを使ったプログラムサンプルの提供

• CLAIM通信の仲介にPUSH-Exchangerを開発

• PUSH-Exchagnegrを理解することで、PUSH-APIの使い方を習得

APIを使ったプログラミング
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３．WindowsでMonpeの印刷をする方法・・・プログラミング

• Linuxで作成したカスタマイズ帳票をWindowsで実現する仕組みの提供

• オンラインカスタマイズ帳票はクライアントで印刷イメージを作る

• データの取得はAPIで行い、必要な情報を印刷イメージに差し込み印刷をする

１．PUSH-APIによる連携・・・プログラミング

• PUSH-APIを使ってオンライン帳票を作成するサンプルプログラムの提供

２．PUSH-APIによる帳票印刷



API（含むHAORI)による連携
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ORCA

API-APS

Pusher
（Push-API）

電子カルテ等

アプリケーション

Request Message

Response Message

Push Message

セッション確立

(1) APIは、電子カルテ等のアプリケーションからRequestを送信して、Responseを受信する手順である
(2) Pusherは、電子カルテ等のアプリケーションがセッションを確立した後、ORCA側で通知するイベント
が発生したときに、メッセージが送信される。ただし、通知されるメッセージには発生したイベントのキー
となる情報のみが格納されているので、通知メッセージを受信した場合は、該当する情報をAPIで
取得しなければならない。



APIの使い方
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レスポンスメッセージ（XML)を解析して帳票作成

APIの使い方
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PUSH-APIの構成
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http,https WebSocket

WebSockethttp,https



PUSH-APIによる連携
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API-APS API利用者

ORCA

セッション確立

Push Message（患者情報更新）

要求（例：患者情報取得）

ORCA

Request

Response（正常）

ORCA
Push Message（会計終了）

要求（例：会計情報取得）

ORCA

Request

Response（正常）

Push-APIの受信は、用途毎にポート番号を
分けて利用するのか（CLAIMのように）
一つの受信ポートで、複数のメッセージを受信
するようにしても良い

イベント発生

イベント発生



PUSH－APIの使い方
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イベント受信のための処理

イベント受信

→ＡＰＩで必要情報の取得
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ORCA
（日レセ）

ORCA
端末

プリンタ

診察券
発行機等

U・P（システム連携）

カスタマイズ帳票
（日次・月次統計帳票当）

U・P（帳票）
U・P（統計処理）

カスタムバッチ

API

※ プリンタの機能を使った２枚印刷は調査中
証明書

クライアント印刷

更
新
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知
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PUSH-APIHAORI

電子カルテ等

CLAIM-Prox

dbBounser

CLAIM ODBC

参
照
の
み

オンライン
カスタマイズ帳票
（処方箋等）

プリンタ

ORCAのAPI連携

Push-
Exchnger

送
受
信



インターネットを介したAPI連携
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ORCA
（日レセ）

HAORIAPI

電子
カルテ

周辺
アプリ

ORCA
端末

クラウド版ORCAは証明書が必要

アカウント管理

HTTP・HTTPS

V
P

N

クラウド版
ORCA



クラウドサーバ間の認証（当面の案）
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クラウド版
ORCA

連携アプリ
サーバ

クライ
アント

クライ
アント

クライ
アント

クライ
アント

クライ
アント

クライ
アント

各クライアント毎に証明書を登録する

テナント＋API＋ID



クラウドサーバ間の認証（案）
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クラウド版
ORCA

連携アプリ
サーバ

クライ
アント

クライ
アント

クライ
アント

クライ
アント

クライ
アント

クライ
アント

１．認証基盤を利用
２．サーバ間で相互に認証

テナント＋API＋ID

認証基盤



世の中を動かす組織力
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巨象に立ち向かうには
組織力が必要！

得意分野
の集合体



ご清聴ありがとうございました。
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